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要 旨：本研究では知的障害特別支援学校学習指導要領の中学部社会「ウ 地域の安全」

の内容項目に基づき「自然災害(地震)への備え」の単元で授業を実施した．授業計画段階
と実践段階からなる単元ルーブリック作成の手順に沿って，知的能力の実態に応じて生徒

を３つの評価グループに分けて作成した，単元ルーブリックを用いて学習評価を行った．

学習評価結果に基づき単元計画を修正し，その後の生徒の学習評価結果が向上したことで

指導と評価の一体化が図られ，単元ルーブリックを用いた評価の有効性を示すことができ

た．その要因としては，生徒の知的能力の実態に応じて３つの評価グループ別に評価基準

を設定し，生徒の知的能力に応じた学習活動を評価対象としたことがあげられる．また絵

カードを用いたイメージマップやデータチャートの作成といった学習活動も，知的障害の

ある生徒の学びを深める上で有効であった．今後の課題としては修正された単元計画を基

に，年間指導計画の修正を行うことで，カリキュラムマネジメントの推進を図っていくこ

とが必要であると考えられる．
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●

Ⅰ．はじめに 

平成 29 年告示特別支援学校小学部・中学部
学習指導要領(文部科学省，2017)1)において，単

元を通した学習評価と，それに基づく授業改善

という指導と評価の一体化の重要性が提唱さ

れている．学習評価に基づく授業改善に関する

研究として，藤川(2014)2)は自立活動の指導に

おいて，外部専門家である理学療法士の助言を

基に，授業案を改善し個々の生徒の学習活動を

修正している．また丹治・三宅・角原・松永

(2016)3)は，ことば・かずの時間における個別指

導において児童一人一人に対して目標を設定

し，学習状況に応じて課題の難易度を修正して

いる．授業づくりの視点から指導と評価の枠組

みを示した研究として，田村ら(2017)4)は日々

の授業の改善や単元の改善を目的として，生徒

の学習評価に基づき単元の設定，単元の計画，

活動内容，学習内容への支援，協働的活動への

支援の５つの視点を示した「授業づくりの視点」

を示している．また，佐藤・辰巳(2022)5)は指導

と評価の一体化を目指した取り組みの中で，授

業づくりのプロセスとして授業ごとの学習評

価を基にして指導目標，評価規準，単元の計画

の見直しを提唱している．これらの先行研究に

おいては授業改善によって学習指導案が修正

されており，指導と評価の一体化とは児童生徒

の学習評価に基づいた学習指導案の改善であ

るといえる．

学習状況の評価にあたっては，ルーブリック

を用いた評価が多く行われている．ルーブリッ

クとは，成功の度合いを示す数レベル程度の尺

度と，それぞれのレベルに対応するパフォーマ

ンスの特徴を記した記述語から成る評価基準

表とされている(西岡，2016)6)．明官(2017)7)は，

特別支援学校高等部作業学習において，４段階

の評価尺度から成るルーブリックを作成して

学習評価と授業改善を行っており，ルーブリッ

クを用いた評価の有効性が示されている．この

研究では本時の目標は生徒集団に共通のもの

として設定されているが，ルーブリックを用い

て評価の観点を明らかにすることで，一人一人

の生徒の達成度を明確化しているところに特
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徴がある．尾崎(2015)8)は，特別支援学校高等部

外国語科(英語)の指導においてクラスで単一の
ルーブリックを用いており，ルーブリックに基

づく自己評価によって学習活動の向上がみら

れたことを示唆している．しかしルーブリック

に定められた基準を活用することが難しい生徒

も在籍しており，個々の生徒の実態に応じた評

価基準の設定に関する課題があげられている． 
今枝・佐藤・菅野(2021)9)の全国の知的障害部

門を有する特別支援学校を対象とした調査によ

ると，中学部における社会科の指導の実施率(教
科別の指導としての社会科の指導を行っている

学校の割合)は 16.1%であり，年間授業時間数の
割合(年間授業時間数に占める社会科の授業時
間数の割合)は 0.6%とされている．一方，小学校
での社会科の授業時数の割合は第３学年で 7％
であり，第６学年では 10.3％となっている(文部
科学省，201710))．また佐藤ら(2023)11)の研究で

は，大学付属特別支援学校・中学部の 50％，公
立特別支援学校・中学部の 40％で，授業で取り
扱われた内容は学習指導要領に示された内容の

内，半分未満であったことが明らかにされてい

る．その中でも特別支援学校における防災教育

は多くの学校で実施されており，例えば村上

(2022)12)は知的障害特別支援学校高等部の総合

的な探求の時間において，地震発生時の避難行

動の練習，校内の防災マップ作り，非常用持ち出

し袋の確認，避難所への避難体験等からなる授

業を実施している．また堂薗(2021)13)は特別支

援学校知的障害部門小学部 6 年生の生活単元学
習で，地震時の避難姿勢の練習，校内の防災設備

についての理解，緊急地震速報の理解等からな

る防災教育を実施し，チェックリストを用いて

生徒のパフォーマンスを評価している．さらに

和田ら(2016)14)は，知的障害特別支援学校８校

での学校防災に対する取り組みの状況について

聞き取り調査を実施し，児童生徒の災害対応力

を高めるために情報の収集や支援を求めること

も含めた防災教育を教育課程に位置づけること

が必要であるとしている． 
知的障害特別支援学校中学部における社会

科の指導では授業時間数も極めて少なく，学習

指導要領に示された内容の一部しか取り扱え

ていないという課題がある．防災教育における

指導内容と学習指導要領の内容との関連に関

して，髙野・石倉(2018)15)は防災に関する行動

を，危険に関する知識，安全対策のための知識，

避難行動等の７つに区分している．それによる

と中学部社会科の指導内容としては，地震災害

の被害を防ぐための備え，避難場所，地域や行

政の支援体制，福祉団体についての知識といっ

たように幅広い内容が該当しており，指導内容

の整理や生徒の知的能力の実態に応じた学習

活動と効果的な評価方法についての研究が必

要とされている．そこで本研究では知的能力の

実態の幅が広い生徒集団で構成される知的障

害特別支援学校中学部において，特別支援学校

学習指導要領中学部社会科２段階「ウ 地域の

安全」の内容を踏まえ，自然災害(地震)に備え
るための仕組みや行政機関の役割についての

学習を行う．単元を通して単一の評価基準であ

る単元ルーブリックを作成し，単元の進行に伴

い変容する生徒の学習状況を評価し，その結果

に基づき指導内容を修正する．学習評価と授業

改善からなる指導と評価の一体化を図ること

で，実態の幅が広い生徒集団に対する社会科の

指導において，単元ルーブリックを用いた評価

の有効性の検討を行うことを目的とする． 
 

● 

Ⅱ．方法 

 
１．研究の対象 

Ⅹ特別支援学校中学部生徒７名に対して，

202X年 9月～10月まで，４名の教師で７時間
の授業を実施した．Table 1 に示した対象生徒
に関する情報は，特定されることを考慮し，学

年，性，発達指数において過去の類似した生徒

と組み合わせて，情報に修正を加えていること

をあらかじめ記しておく．その理由として，対

象生徒そのものの特性などが本研究の焦点と

されるものではなく，授業改善と単元ルーブリ

ックの有効性といった教育方法について検討

することにある． 
 

２．研究の手続き 

田村ら(2017)4)や佐藤・辰巳(2022)5)を参考に

して作成した，単元ルーブリック作成の手順に

基づき実施した(Table 2)．具体的な手順として
は，①授業を担当する教師４名に対し育成を目

指す資質・能力についてのアンケートを実施し，

その結果を基に単元の目標を明らかにした．②

新版Ｋ式発達検査(2001)の結果及び，太田ステ
ージ評価の結果，日々の学習への取り組み状況

から，生徒を３つの評価グループ(A グループ，
Bグループ，Cグループ)に分けた．③学習指導
要領に基づき，単元の目標と評価規準を設定し

た．④学習目標，学習活動，評価方法からなる，
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単元計画を作成した．⑤単元を通して目指す生

徒の姿と生徒の具体的な言動，授業中の言動例

を定めた単元ルーブリックを作成した． 
 実践段階では，①授業場面の録画映像から，

生徒の発言の逐語録を作成した．②単元ルーブ

リックに基づき，授業中の生徒の発言や制作物

等から生徒の学習状況を評価し授業改善を行

った．逐語録は第１著者が作成し，学習評価と

授業改善は第１著者を含む４名の教師で単元

の１次，３次，４次が終了した時に１回ずつ計

３回，各１時間ほど実施した． 
 
３．単元指導計画 

（１）単元の目標 

【知識及び技能】自然災害によって生じる生

活上の困難に対して，私たちや町役場の備えに

ついて理解することができる．【思考力，判断力，

表現力】自然災害(地震)に対する，私たちの備
えと町役場の備えを比較し関連づけることで，

生活上の困難に協力して対処していることを

考え，表現することができる．【学びに向かう力，

人間性等】地域住民として，学習したことを日

常生活に生かそうとしている． 
（２）単元計画 

１次では，自然災害の種類とその被害を理解

することと，自然災害に対する備えの仕組みや

役割を理解することを目的とし，「ハザードマ

ップ」「緊急地震速報」「避難場所」「避難所」の

絵カードと，それに対応するテレビや食料等の

絵カードを組み合わせてイメージマップの作

成に取り組んだ．２次では，避難所の仕組みや

役割を理解することを目的として，自治体の協

力を得て避難所で使用される段ボールベット

やパーティションを体験した． 
３次では，私たちの備えと町役場の備えの共

通点や，差異点を理解することを目的として，災

害時に必要となる物品の絵カードを，防災リュ

ックに関連するものと避難所に関連するものに

知的障害 Stage　Ⅳ前期
知的障害、てんかん Stage　Ⅳ後期
知的障害 Stage　Ⅳ後期

Stage　Ⅳ前期

知的障害 Stage　Ⅳ後期

Stage　Ⅳ後期

学年・性別

DQ40
DQ50
DQ49

DQ54

中１・男

中１・女
中１・男
中１・男

中１・男
DQ38
DQ46

知的障害
自閉スペクトラム

DQ55

G

新版K式発
達検査結果

太田ステージ
評価の結果

障害名

A

B
C
D

生徒

E
F

中１・男
中１・男

知的障害
知的障害 Stage　Ⅲ

Table 1 対象生徒に関する情報 

学習指導要領
教師へのアンケート

学習活動

学習指導

学習評価

【指導と評価の
一体化】

実
践
段
階

授
業
計
画
段
階

評価規準の設定

学習目標
（単元ルーブリック）

目指す生徒の姿
生徒の具体的な言動
授業中の言動例評価方法

育成を目指す資質・能力

単元の目標

単元の目標（三つの柱で整理）

（単元計画）

Table 2 単元ルーブリック作成の手順 
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分類するイメージマップの作成に取り組んだ．

非常食，水，ティッシュ等の誰もが必要となる物，

簡易トイレといった個人では用意できない物，

薬といった個人的に必要な物等の絵カードを用

意した．非常食や水等は，多い・少ないといった

分量も示した．さらに「どこにあるか」，「だれが

準備するか」「いつ準備するか」，「食べ物や水の

量」の４つの観点から，防災リュックと避難所と

を比較できるようにデータチャートを作成した．

４次では避難所の準備の流れを理解することと，

町役場の人と私たちは協力して自然災害に備え

ていることを理解することを目的とした．避難

所を運営する町役場の人の役割と避難者の両

者の体験ができるように，ミニ避難所を開設し

た(Table 3)．なお生徒の学習内容に対する理解
度を明らかにするために，単元の実施前と実施

後にアンケートを実施した． 

４．単元ルーブリック 

単元ルーブリックには，単元を通して目指す

生徒の姿と生徒の具体的な言動，授業中の言動

例を「十分満足できる」，「おおむね満足できる」，

「努力を要する」の３つの評価尺度別に定めた．

なお，主体的に学習に取り組む態度については，

評価尺度別に分けずに示した．「おおむね満足で

きる」尺度の授業中の言動例として，A グルー
プの生徒は『防災リュックには非常食を入れる．』

といった発言をしていること，B グループの生
徒は「私たちの備えと町役場の備えについて，イ

メージマップを作っている．」こととした．この

ように Aグループの生徒は主に，発言の内容や
イメージマップ等の作成状況から学習状況を評

価し，B グループの生徒は主にプリントやイメ
ージマップ等の作成状況から学習状況を評価し

た．またCグループの生徒は主に，避難姿勢や

1

2

3

4

5

6

7

時数 学習活動

１次

緊急地震速報を用いた避難姿勢の練習。

自然災害に対する備えについて線で結ぶ。

自然災害に対する備えについてのイメージマップ作り。

自然災害への
対処法

４次
緊急地震速報を用いた避難姿勢の練習。

避難所の運営についての体験。

自然災害に対
する町役場の

備え

私たちの備え
と町役場の

備え

町役場の人と
私たちの協力

防災リュックで備えている物と、避難所に備えてある物を選択する。

２次

緊急地震速報を用いた避難姿勢の練習。

防災リュックと避難所のイメージマップ作り。

防災リュックと避難所についてのデータチャートの作成。

３次

段ボールベットやパーティションの体験。

町役場の役割について選択する。

Table 3 単元計画 

【Bグループ】 【Cグループ】
地震が起きた時に、避難姿勢をとれる。

揺れがおさまった後に、避難場所に避難できる。

【Cグループ】
「防災リュックには非常食を　
　入れる」
「避難所には発電機がある」

私たちの備えと町役場の備え
について、イメージマップを
作っている。

段ボールベットに横に
なり体験をしている。

努力を
要する

避難姿勢や避難場所への避難を理解して
いる。

避難姿勢や避難場所への避難を考え、
表現している。

（生徒の具体的な言動）
避難訓練で学習した行動をとることができる。

【Ａグループ】

知識・技能 思考・判断・表現

おおむ
ね満足
できる

自然災害に対して、自分たちでできる
備えを理解している。自然災害に対する、
町役場や行政機関の備えを理解している。

自然災害に対する、自分たちの備えを
考え、表現している。
自然災害に対する、町役場等の行政機関
の備えを考え、表現している。

（生徒の具体的な言動）
私たちの備え、町役場の備えについて、理解している。

【Ａグループ】 【Bグループ】

Table 4 単元ルーブリック（一部抜粋） 
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段ボールベットの体験，ミニ避難所の体験など

の遂行状況から学習状況を評価した(Table 4)．  
 

５．倫理的配慮 

本研究に先立ち，研究内容及び研究発表につ

いて保護者に口頭で説明した後，文章で同意を

得た．また発表にあたっては，所属機関の許可

を得ている． 
 
● 

Ⅲ．結果 

 

１．１次「自然災害への対処法」での生徒の様子と 

学習評価 

（１）授業中における生徒の様子 

イメージマップの作成でＡさんは，パーティ

ションが避難場所と避難所のどちらに関連が

あるか迷っている様子がみられた．『避難場所

は屋根がないからパーティションが必要．』と

発言し，パーティションの役割を雨よけだと考

えていた．しかし避難所と関連付け直し，『体育

館だと人が近いから．パーティションを使う時

は着替える時だから．』と，その理由を発言して

いた．Ｂさんは避難所で使用するパーティショ

ンの役割を考えることが難しく，避難場所と避

難所の絵カードを見比べて悩む様子がみられ

た(Fig.1)． 
Ｄさんは，「避難場所」と「避難所」の絵カー

ドに，公園や体育館等の絵カードを組み合わせ

る際，『体育館，グラウンド，学校，どれですか？』

と教師に質問して迷っている様子がみられた．

教師が『学校は過ごせる場所ですか？』と質問す

ると，『過ごせる所．』と答え，避難所の絵カード

と体育館や学校の絵カードを組み合わせていた．

Ｇさんは，「ハザードマップ」の絵カードに，ス

マートフォンを関連付けていた．発表時に，『ス

マートフォンでもハザードマップを見ることが

できるからです．』とその理由を発言していた．  
（２）１次の学習評価と授業改善 

Ａさんは，パーティションには避難所で目隠

しの役割があるといったことを発言しており，

災害時に地域住民の避難先になる避難所の役

割について理解できていたと評価した．Ｄさん

は，避難場所と避難所の役割の違いを理解する

ことが難しかったと評価した．教師が「過ごせ

る場所」と「過ごせない場所」といったヒント

を出すことで，役割の違いを理解することがで

きていたため，普段の生活に置き換えて考えら

れるように支援する必要があった．Ｅさんはパ

ーティションと「避難場所」の絵カードを関連

付けており，その理由として外でテントを使用

した経験から判断していたと考えられた．その

ため，２次では避難所におけるパーティション

体験を行うように授業改善を行った(単元計画
における学習目標，学習活動の変更，単元ルー

ブリックにおける授業中の言動例の変更)．Ｇさ
んは，スマートフォンの絵カードを「ハザードマ

ップ」の絵カードに関連付けていたため，その特

徴を理解することができていたと評価した． 
 

２．３次「私たちの備えと町役場の備え」での生徒 

の様子と学習評価 

（１）授業中における生徒の様子 

防災リュックと避難所のイメージマップの

パーティション

ひなんじょ ひなんばしょ

カセットコンロ こうえん

ダンボールベット

Fig.1 イメージマップ作成時の Bさんの様子 
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作成では，多くの生徒は防災リュックに非常食

(少量)や水(少量)，懐中電灯，薬，携帯ラジオ，
ポケットティッシュ等を関連付けていた．また

避難所には，非常食(多量)，水(多量)，カセット
コンロ，段ボールベット，パーティション等を関

連付けていた．また１次ではパーティションの

役割の理解が難しかったＢさんやＥさんも，避

難所とパーティションカードを関連付けていた． 
データチャートの作成において「いつ準備す

る？」という観点に対しては，防災リュックに

は「地震の前」の絵カードを関連付けていた．

避難所には，ＣさんとＥさんは「地震の前」の

絵カードを関連付けており，他の生徒は「地震

の後」の絵カードを関連付けていた．作成した

データチャートの発表時に，Ｃさんは他の生徒

の発言を聞いて，『避難所の「いつ準備する」と

いうところですが，地震の前でもいいじゃない

かと思います．』と自らの考えを発表していた．

イメージマップとデータチャートの作成にあ

たっては，１次での授業改善内容に基づきパソ

コンを使用して行った(Fig.2)． 
（２）３次の学習評価と授業改善 

防災リュックと避難所のイメージマップの

作成では，ＢさんやＥさんも，避難所とパーテ

ィションカードを関連付けることができてい

た．２次でパーティションがある避難所の疑似

体験をしたため，その役割を理解することがで

きていたと評価した．データチャートの作成で

は，ＣさんとＥさんは避難所の準備は「地震の

前」に行うとしていた．２次で町役場の人から

説明を聞いて，自然災害が起きる前に避難所に

は非常食や水が備蓄してあるということや，町

役場の人が準備しているということを理解で

きていたと評価した．一方他の生徒は，避難所

の準備は「地震の後」に行うとしており，避難所

には自然災害が起きる前に様々な備えが行われ

ていることを理解することが難しかったと評価

した．そのため，４次でミニ避難所の運営体験を

行うように授業改善を行った(単元計画におけ
る学習目標，学習活動，評価方法の変更，単元ル

ーブリックにおける授業中の言動例の変更)． 
 

３．４次「町役場の人と私たちの協力」での生徒の 

様子と学習評価 

避難所を運営する町役場の人の役割を体験

した生徒からは，非常食や水等を準備すること

が大変だったという感想が多くあげられた．避

難者の体験をした生徒からは，非常食が美味し

かったという感想や，実際に避難所にいる感覚

になったという感想があげられた．このように

避難所を運営する町役場の人の役割を体験し

たことで，避難所には自然災害が起きる前に非

常食や水が備蓄されていることを理解できて

いたと評価した．また自然災害が起きた時に避

難者に対して非常食や水を提供することの大

変さを表現することができていたため，地域住

民のために避難所を運営する町役場の人の気

持ちを理解することができていたと評価した． 
 

● 

Ⅳ．考察 

 
 本研究では，実態の幅が広い生徒集団に対す

る社会科の指導において，単元を通して単一の

評価基準である単元ルーブリックを用いて生

徒の学習評価と授業改善を行い，その有効性の

検討を行った． 
 単元の１次では避難場所と避難所の違いの

ぼうさい

すこし

たくさん

たべものやみずの
りょう

避難所
ひなんじょ

だれが
じゅんびする？

おうちの人

まちやくばの人

いつ
じゅんびする？

じしんのあと

じしんのまえいえ

たいいくかん

防災リック

どこにある？

Fig.2 データチャートの作成例 
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理解や，避難所に備えられているパーティショ

ンの役割の理解が難しかったという学習評価

結果に基づき，２次で避難所にある段ボールベ

ットやパーティションを体験し，避難所には避

難者に一時的な生活の場を提供する役割があ

ることを理解できるように単元計画や単元ル

ーブリックを修正した．その結果３次の避難所

のイメージマップの作成では，避難所に備えら

れているパーティションの役割を理解するこ

とができていた．また３次では，自然災害が起

きる前に避難所には町役場の人によって，非常

食や水等の物資が備蓄されていることについ

ての理解が難しかったという学習評価結果に

基づき，４次でミニ避難所開設大作戦を行って

避難所を運営する町役場の人の役割を体験し，

災害が起きる前に様々な備えが行われている

ことを理解できるように，単元計画や単元ルー

ブリックを修正した．その結果，避難者が避難

してくる前に非常食や水等が備蓄されている

ことや，避難所を運営することは大変であるこ

とを生徒が理解することができ，単元ルーブリ

ックを用いることで学習評価と授業改善を行

うことができていた．尾崎(2015)8)は知的障害

特別支援学校においてルーブリックを用いた

学習評価を行う際に，評価基準のレベルが高す

ぎたり低すぎたりすると生徒の意欲がそがれ

る可能性があることを指摘している．しかし渡

邉・橋本(2023)16)は知的障害特別支援学校２校

において質問紙調査を行い，教科指導において

多様な実態の集団に対する目標の設定に難し

さを感じている教員が多かったことを明らか

にしており，生徒の知的能力の実態差は評価基

準を設定する際に大きな制約となる．本研究に

おいて学習評価と授業改善が行えた要因とし

ては，生徒の知的能力の実態に基づいて複数の

学習活動を設定し，A，B，Cの３つの評価グル
ープ別に単元ルーブリックの生徒の授業中の

言動例を定めたことが有効であったと考えら

れる．さらに西岡(2016)6)は，生徒のパフォーマ

ンスの予想に基づき指導前に予備的なルーブ

リックを作成する場合，指導後にルーブリック

の記述語を練り直すことの必要性を指摘して

いる．本研究では単元の１次と３次での授業改

善において，単元計画の修正に伴い単元ルーブ

リックにおける授業中の言動例が修正されて

おり，学習目標や学習活動を修正すると単元ル

ーブリックも修正されることを明らかにする

ことができた．そのため単元計画の各項目の変

更に加えて単元ルーブリックの各項目の変更

が行われることが明確になるように，単元ルー

ブリック作成の手順を修正した(Table 5)． 
本研究では避難行動の遂行や避難所体験，イ

メージマップ，データチャート，プリントへの記

入といった様々な学習活動への取り組み状況か

ら，生徒の学習評価を実施した．松見(2016)17)は

知的障害教育における学習評価について，目標

に対する達成状況を文章で記しているものが多

く，分析的な学習評価の観点の設定例が少ない

ことを指摘し，学習の結果だけではなく学習の

過程も評価することの重要性を述べている．例

えば１次のイメージマップの作成では，パーテ

ィションの絵カードを「避難場所」の絵カードと

関連付けていたが，同時に「避難所」の絵カード

と見比べており，パーティションの役割を生徒

学習指導要領
教師へのアンケート

目指す生徒の姿
学習活動

実
践
段
階

生徒の具体的な言動
評価方法 授業中の言動例

学習指導 【指導と評価の
一体化】

学習評価

授
業
計
画
段
階

育成を目指す資質・能力

単元の目標

単元の目標（三つの柱で整理） 評価規準の設定

（単元計画） （単元ルーブリック）
学習目標

Table 5 修正した単元ルーブリック作成の手順 
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なりに考えていた様子がみられた．またパーテ

ィションの役割について自身の考えを何度も反

復することでより妥当な考えに至った生徒もお

り，学習活動に取り組む際の生徒の表情や視線，

手の動き等から自信をもって考えを表現してい

る様子や迷いがある様子，生徒の考えが変化し

深まっていく様子を評価したことが，指導と評

価の一体化を図るために有効であったと考えら

れる．また社会科の指導において澤井(2021)18)

は，水害に対する関係者の取り組みについて関

係図を作成し，矢印を用いて相互の関係を整理

した上で文章でまとめる学習活動を行っている．

知的障害のある生徒の場合，文字を記入したり

複数の情報を一度に整理したりすることが難し

いため，情報量を整理して絵カードの移動だけ

ですむイメージマップやデータチャートを用い

たことは有効であったと考えられる． 
本校ではこれまで「防災リュックに必要な物

を考えよう」といった内容で授業を行ってきた

が，避難場所や避難所の役割を取り上げながら

地域住民や町役場の人が協力して自然災害に

対処していることを扱ったのは本単元が最初

である．そのため授業改善の内容は多岐にわた

ったが，岡本(2014)19)が指摘している授業の振

り返りの３つの段階(①単元指導中における指
導の振り返り，②単元終了後の単元指導計画の

振り返り，③学年末における年間指導計画の振

り返り)の内，③の学年末における年間指導計画
の振り返りに本単元の修正点を活用すること

に関しては課題が残った．そのため修正した単

元指導計画を，年間指導計画と関連させていく

カリキュラムマネジメントの推進を図ってい

くことが今後の課題である． 
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